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二
〇
一
〇
年
五
月
十
六
日
の
日
韓
外
相
会
談
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

本
年
五
月
十
六
日
、
日
中
韓
外
相
会
議
へ
出
席
す
る
た
め
訪
韓
し
た
岡
田
克
也
外
務
大
臣
は
、
韓
国
の
柳
明
桓
外
交
通
商
部

長
官
と
会
談
（
以
下
、
「
会
談
」
と
い
う
。
）
し
た
。
右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
五
一
〇
号
）
及
び

「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
四
第
四
七
九
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
外
相
会
談
に
お
い
て
、
岡
田
克
也
外
務
大
臣
は
初
め
て
竹
島
問
題
に
つ
い
て
取
り

上
げ
た
。
」
と
、
昨
年
九
月
十
六
日
に
外
務
大
臣
に
就
任
し
て
か
ら
、
岡
田
大
臣
は
「
会
談
」
に
お
い
て
初
め
て
竹
島
問
題

に
つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
右
を
受
け
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
岡
田
大
臣
と
し
て
、
「
会
談
」

以
前
に
韓
国
側
と
会
談
し
た
際
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
竹
島
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
こ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
「
会
談
」

以
前
に
岡
田
大
臣
が
竹
島
問
題
に
つ
い
て
言
及
し
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
我
が
国
の
国
益
を
損
ね
る
も
の
で
あ
り
、
「
竹
島

問
題
の
平
和
的
な
解
決
を
図
る
た
め
粘
り
強
い
外
交
努
力
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
」
と
、
外
務
省
が
毎
回
同
じ
答
弁

を
繰
り
返
し
て
き
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
の
で
は
な
い
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
一
般
論
と
し
て
、
二

国
間
会
談
に
お
い
て
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
何
を
取
り
上
げ
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
時
々
の
二
国
間
関
係
、
地
域
・
国

際
情
勢
等
を
踏
ま
え
、
個
々
の
具
体
的
事
項
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
る
べ
き
か
を
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の
で
あ

一



り
、
日
韓
外
相
会
談
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
竹
島
問
題
の
平
和
的
解
決

を
図
る
た
め
、
粘
り
強
い
外
交
努
力
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
今
回
「
会

談
」
に
お
い
て
岡
田
大
臣
が
初
め
て
竹
島
問
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
に
至
っ
た
、
ま
た
「
会
談
」
以
前
の
三
度
の
日
韓
外
相

会
談
で
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
背
景
に
、
日
韓
の
二
国
間
関
係
は
じ
め
ど
の
様
な
地
域
・
国
際
情
勢
等
が
あ
っ
た
の
か
説
明
さ

れ
た
い
。

二

「
前
回
答
弁
書
」
に
は
「
二
国
間
会
談
に
お
い
て
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
何
を
取
り
上
げ
る
か
に
つ
い
て
は
、
そ
の

時
々
の
二
国
間
関
係
、
地
域
・
国
際
情
勢
等
を
踏
ま
え
、
個
々
の
具
体
的
事
項
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
る
べ
き
か

を
総
合
的
に
判
断
す
る
も
の
」
と
あ
る
が
、
例
え
ば
外
相
会
談
で
も
首
脳
会
談
で
も
、
我
が
国
と
ロ
シ
ア
と
の
間
で
二
国
間

会
談
が
行
わ
れ
る
際
、
北
方
領
土
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
ま
ず
な
い
と
承
知
す
る
。
日
ロ
関
係
と
日
韓
関
係

を
単
純
に
比
較
で
き
な
い
こ
と
は
当
方
も
承
知
し
て
い
る
が
、
日
ロ
の
最
高
首
脳
が
北
方
領
土
問
題
は
日
ロ
間
の
未
解
決
の

問
題
で
あ
る
旨
合
意
し
て
い
る
の
と
比
較
し
、
竹
島
問
題
は
日
韓
間
の
正
式
な
交
渉
課
題
に
す
ら
な
っ
て
い
な
い
現
状
を
鑑

み
る
時
、
ま
た
、
竹
島
問
題
が
我
が
国
の
国
家
主
権
に
関
わ
る
、
決
し
て
譲
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
こ
と
を
考
え

る
時
、
ま
ず
は
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
る
こ
と
が
第
一
に
必
要
で
あ
り
、
右
答
弁
に
あ
る
様
に
、
他
の
問
題
と
比
較
考
量

二



し
、
言
及
を
避
け
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
岡
田
大
臣
の
見
解
如
何
。

三

過
去
四
度
の
日
韓
外
相
会
談
に
お
い
て
、
た
っ
た
の
一
度
し
か
竹
島
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
な
い
こ
と
が
、
「
前
回
答
弁

書
」
に
あ
る
「
粘
り
強
い
外
交
努
力
」
に
該
当
す
る
か
。
岡
田
大
臣
の
見
解
如
何
。

四

本
年
六
月
四
日
、
菅
�
人
財
務
大
臣
が
第
九
十
四
代
内
閣
総
理
大
臣
に
指
名
さ
れ
た
。
菅
�
人
内
閣
と
し
て
、
今
後
竹
島

問
題
に
ど
の
様
に
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
い
る
か
。
過
去
の
内
閣
よ
り
も
積
極
的
に
二
国
間
会
談
で
こ
の
問
題
を
取
り
上

げ
、
ま
ず
は
日
韓
間
の
外
交
課
題
と
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

三


